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1.　はじめに　
1.1.　英語教育における現状と課題
グローバル化が急速に進展する中で，私たち
の社会においても外国語によるコミュニケー
ションの必要性やその能力向上が求められる時
代となった。そういった中で英語教育にかかる
期待や役割もますます大きくなってきている。
これまでの英語教育の成果として，外国語を
通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極
的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度や，情報や考えなどを的確に理解
したり適切に伝えたりする力を身につけさせる
ことを目標として掲げ，「聞くこと」，「話すこ
と」，「読むこと」，「書くこと」などを統合的に
育成することをねらいとして改訂され，様々な
取組を通じて指導の充実が図られてきた。（文
部科学省　2017）
中学校においては，小学校における外国語活
動の成果として，英語で積極的にコミュニケー
ションを図ろうとする態度が育成され，「聞く
こと」及び「話すこと」の活動を行うことにな
れているといった変容が生徒に見られること等
も踏まえ，授業における教師の英語使用や生徒
の英語による言語活動の割合などが改善されて
きている。
一方，授業では依然として，文法・語彙等の
知識がどれだけ身に付いたかという点に重点が
置かれ，外国語によるコミュニケーション能力
の育成を意識した取組，特に「話すこと」及び「書
くこと」などの言語活動が十分ではないこと，
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読んだことについて意見を述べ合うなど，複数
の領域を統合した言語活動が十分に行われてい
ないことなどの課題がある。また，生徒の英語
力の面では，習得した知識や経験を生かし，コ
ミュニケーションを行う目的や場面，状況等に
応じて自分の考えや気持ちなどを適切に表現す
ることなどの課題がある。（文部科学省　2017）
このような課題を踏まえ，本校ではコミュニ
ケーション能力における「話すこと」及び「書
くこと」の育成のために，効果的なアウトプッ
トの指導について研究を進めている。
2.　材料，および方法
2.1.　Large Grammar
生徒が英語を用いて他国の人とコミュニケー
ションを図るためには，それなりの準備が必要
である。つまり大量のインプットの蓄積が必要
である。その蓄積があって，適切なアウトプッ
ト，すなわち他者とのコミュニケーションへと
繋がっていく。
鳥取大学地域学部の足立和美教授が提唱されて
いる Large Grammar の手法を用いたインプット
活動を用いて，段階的にアウトプット活動のレベ
ルを高めていきながら生徒の表現活動を利用した
取り組みを行った。（図１）
単にアウトプット活動といっても，そのテー
マだけを提示して生徒に書かせるのはとても困
難なことである。生徒自身多くの語彙やフレー
ズを習得していても，それをどう使用して表現
すれば良いか分からない生徒が多い。
この活動では，英語が苦手な生徒でも大まか
な意味さえ理解すれば，どの英文とどの英文が
マッチングするかのイメージがつかみやすいと
いう利点がある。
2.2.　Large Grammar 活動の種類
Large Grammar を用いた活動は大きく３つ
に分けられている。いずれにも共通しているの
は，英語を使うためのきっかけとなるチャンク
（教科書で既習のものを区切ったもの）を与え
ること，チャンクから連想する英語を駆使し，
習得した英語をリサイクルするかのように，書
いたり話したりすることに利用できるように
するトレーニングだということである。Large 
Grammar を用いた基本的な活動のうち３つを
紹介する。
Combination 活動
意味の区切り（チャンク）に分けたものを組
み合わせて新しい文をつくる。
Large Grammar のイメージ（図１）
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Expansion 活動
意味の区切り（チャンク）に分けたものに自
分のアイデアを足して新しい文をつくる。
この活動では，チャンクに自分の知っている
語彙や表現を加えて，設定時間内にできるだけ
たくさんの英文を書くように指示する。
Advanced Expansion 活動
教師が指示した３つのチャンクを含み，自分
のアイデアを駆使して新たな物語をつくる。
この活動では，チャンク表より３つのチャン
クを指定して，それらを用いた会話文を書く活
動を指示する。
2.3.　Large Grammar 活動の指示
・Expansion 活動では，設定時間 5 分。できる
だけ多くの英文を書く。英文はペアでシェア
し，そのあと全体でシェアする。
・Advanced Expansion 活動では，設定時間 6
分。指示された 3 つのチャンクを用いながら
会話文を書く。出来上がった会話文はペアで
シェアし，そのあと数名の作品を全体でシェ
アし評価を与える。
・Combination 活動は今年度の授業では実践せ
ず。（50 分の授業内に組み込むことが困難な
ことと，チャンクを用いた応用のアウトプッ
ト活動を本時のめあてとしたため，基本の活
動となる Combination 活動を本研究では省い
た。）
2.4.　Large Grammar 活動の留意点
・チャンク表で示すチャンクの数は，10 語か 
ら 15 語程度。
・設定時間で書くため，辞書を引かず自分の手
持ちの語彙で英文を書く。
・小さなミスを気にせずに書く。
・誰がどんな場面でする会話なのか，その表現
が使われる場面をイメージする。
・英文をシェアすることで自分にない新たな表
現を知り，次への意欲とする。
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3.　授業でのやりくりの実践　
英語科では，コミュニケーションの場面で生
徒が英語を使って即興でやりとりできるように，
相手を意識した話し方，あいづちを打ち，話し
手に共感する聞き方，そして，聞いたことに対
して，質問したり，自分の意見を伝えたりする
方法などを，さまざまなテーマで投げかけ，英
語を使ったやりとりの場面を授業に組んでいる。
うなずきやアイコンタクト，小さなあいづちの
一つひとつが，コミュニケーションを円滑にす
る大切な作法であることを意識させている。
今年度は，実際に外国の生徒との交流の機会
がある今年度の国際交を最大限に生かして，生
徒が日々の授業や学習で身に付けたことを実際
の場面で使えるようなインプット活動のやりく
りを考えた。
授業では，「自分の気持ちを伝える，相手の
思いを感じる」ことのできる活動場面を生徒た
ちに与え，英語を使って即興でやりとりする活
動をいくつか設定した。
3.1.　授業で行った Large Grammar 活動
～つなげる活動から会話を広げる活動へ
今年度の授業では，Large Grammar のいくつ
かの活動のうち，Expansion 活動と Advanced 
Expansion 活動の二種類を行った。二つの活動
とも，チャンク表（図２）にあるチャンクを英
文づくりの基本として，その英文をさらに広げ
て会話を作ることを目標とした。教科書の本
文の英文を理解した後，その中の語彙や表現
を発音したり書いたりして使えるように訓練
を行う。公開授業では，LG 活動の Expansion
活動を，スピーキングとライティングで行い，
Advanced Expansion 活動のライティングを
行った。チャンクに自分の知っている語彙や表
現を組み合わせて英文を作っていくことで，段
階的に負荷をかけながら学習者の表現力を高め
ていくことができる。Advanced Expansion 活
動では，チャンクを 3 つ指定し，それらを用い
て関連性のある物語を作った。
自分が思ったことを「書くこと」ができるよ
うになるためには，まず，語彙や表現を正しく
理解していることが大切である。与えられた日
本語→英語にするだけでは，英作文であっても
自分らしい表現にはならない。その表現が，誰
がどんな場面で使うのか，言語の使用場面をイ
メージしながら，それに適する表現を自ら選び，
短時間で頭の中にある語彙で表現する。まだ，
使える単語や表現も少ないが，ペアで互いに紹
介しあう活動や，数名の英文を全体に紹介して
評価を与える中で，自分の中にある発想に気付
き，友達の英文から大いに刺激を受ける。次の
英文づくりへの構想を練っている生徒もある。
他者と英文を紹介する時間は大切であり，
様々な表現の仕方に気付き刺激を受けながら，
次の英文づくりへの意欲を掻き立てる時間と
なる。
（ワークシート）　　　　　　　　　　　図２
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3.2.　授業におけるインプット活動
Expansion 活動
設定時間　２分（ペアで１分ずつ）
目標：チャンクのインプット。チャンクの意
味を理解し，日本語を聞いて，すぐにそのチャ
ンクを答える。
3.3.　授業におけるアウトプット活動
3.3.1.　Expansion 活動
設定時間　５分
目標：チャンクに自分の知っている語いや表
現を加えて，できるだけたくさん英文を書く。
3.3.2.　Advanced Expansion 活動
設定時間：８分
目標：創作英作文づくり。３つのチャンクに
自分の知っている語彙や表現を加えて，英文を
作り，それらを含んだ大まかに意味の通る会話
文をつくる。
Advanced Expansion 活動では，３つのチャ
ンクを使って会話を書くように指示を出すが，
短い時間でまとまりのある英文を書かせるため
に次のことを留意した。
指定されたチャンクがそれぞれどんな場面で用
いられるのか（言語の使用場面）をイメージさせ
ること。会話が誰と誰のものなのか（登場人物）
を決めて書くこと。時には人以外の動物や植物の
会話を考える生徒もある。生徒が一文を書きだす
までに，いろいろな思考が頭の中をめぐり，一人
ひとり異なった英文が生み出される。
↓
Hello! I like playing kendama. Do you know 
kendama? It is very interesting. If you come to Japan, 
you can play kendama. I live in Tottori in Japan. Tottori 
is famous for Tottori Sand Dune. There are many sand 
*obje. I’m going to tell you about sand museum. See 
you. （50 words）
（生徒①が考えた英文）　　　　　　　　図３
「日本語を聞いて英語に直す」を
徹底的にインプット　トレーニング
Large Grammar 活動　Advanced Expansion 活動
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↓
I’m going to tell you about interesting history. You 
can （see） kauki in Japan. I like watching Yoshimoto 
gekijo because （it’s） very interesting. There are many 
samurai in japan. Tottori is famous for Zinpukaku.（38 
words）
3.3.3.　Large Grammar 活動のシェアリング
活動時間４分（２分ずつ）
Expansion 活動，Advanced Expansion 活動
で考えた個々の英文をペアや全体でシェアをす
る。この活動は，自分には考え付かない相手の
発想や知っているけれど使えていない表現に気
づくことができる重要な時間であり，次時への
意欲を書きたてる時間でもある。
3.4.　Large Grammar 活動の応用
つなげる活動から広げる活動へ
Large Grammar 活動を用いて，単語や熟語の
インプット活動を行ったり，教科書本文の表現
を基本としたチャンク使った Large Grammar 活
動をして，英文づくりを行ってきたりした。
Large Grammar 活動では，設定時間で英文を
作る活動を紹介したが，応用の活動として「プ
レゼンテーション」を行った。これは生徒にテー
マを与え，英文を考える時間を与えて英文を考
えさせ，発表の準備をしたうえで「発表」をす
るというものである。
この活動では，生徒は定型（図５）となる文
例を基本として，自分の知っている語彙や表現
を加えて，それぞれのプレゼンテーション原稿
を書いていく。
中学校の新学習指導要領の中では，新たに「話
すこと」が２つに細分化され，「やり取り」と「発
表」に分けられた。通常の Large Grammar 活動
で，生徒は日本語→英語をペアで反復練習し，
インプットできているため，それを使わせる＝
アウトプットさせるための言語タスクとしてプ
レゼンテーション活動を試みた。
７ 月 に 行 っ た Large Grammar 活 動 の
ADVANCED EXPANSION 活動で生徒が書い
た英文の語数（図３）（図４）と比較すると，
11 月のプレゼンテーション原稿で同じ生徒が書
いた英文の語数（図７）は 50 語から 80 語へ増
えている。これは，生徒に伝えたい内容があり，
それについての語彙や表現が増えたことや，プ
レゼンテーションという場面に臨む準備をじっ
くりとしたためだと考える。言語を使えるよう
になるための土台づくりの練習場面（インプッ
ト）とそれを実践させるための発表の場面（ア
ウトプット）をバランスよく与えることで学び
のリサイクルが生まれる。
（生徒②が考えた英文）　　　　　　図４ グループでのシェアでさらに考えを広げる
Advanced Expansion 活動の共有
ペアで互いの英文を発表してシェアリング
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図５　
Large Grammar 活動の応用　Presentation の定型
図６　
Large Grammar 活動の応用　Presentation 清書用紙
図７　
生徒①の Presentation 原稿
生徒②の Presentation 原稿
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4.　国際交流という実践の場
本校では2014年から英国ニューステッドウッ
ドスクールとの交流を行っている。日常の活動
としては両国の生徒が授業で書き上げた英作
文（英国にとっては日本語作文）を送りあった
り，それぞれの言語を用いた作品を紹介し合っ
たりしている。また個別の生徒同士のペンパル
活動なども随時行っている。2015 年と 2017 年
にはニューステッドウッドスクールの生徒が来
日し，4 日間程度生徒の家にホームステイをし，
授業でも交流をするなどもしている。
生徒にとっては，普段の授業で多くのイン
プット活動を行い，また Large Grammar を用
いたアウトプット活動のトレーニングを繰り返
していることから，この交流の場面が自らの英
語力（コミュニケーション能力）を確認する絶
好の機会ととらえている。また単なる語彙力だ
けでなく，英国の文化的背景や言語文化の理解
も深まり，より英語という言語を生きた言葉と
とらえ，どうすれば相手にわかりやすく伝える
ことができるか，またどのような表現が自分の
気持ちをよりわかりやすく伝えるものなのか，
といった思考のやりくりを繰り返す場面となっ
ている。
4.1.　国際交流について
英国より 2017 年 11 月 21 日（土）23 名の生
徒が来日した。鳥取での４泊５日を生徒の家で
ホームステイすることとなったが，両国の生徒
にとって，語学習得の場であり，同時にお互い
の文化を理解する良い場でもあった。24 日（火）
には第 2 学年，第 3 学年を中心に授業での交流
を行った。
4.1.2.　３年生との交流
第 3 学年では，事前に生徒にどのような交流
をするのがよいかアンケートをとり，授業づく
りから当日の司会進行まですべて生徒に任せる
こととした。話し合いを重ねる中で，英国の生
徒にとってどのようなことに興味があるか，ま
たどのような表現や語彙を使って活動を紹介す
れば良いかなど，試行錯誤をしながらアイデア
を出し合う姿が見られた。
A 組では日本の文化に関するクイズを行っ
た。それぞれ英国生徒と本校生徒がグループに
なり，本校生徒がヒントをだしながら，より興
味を持ってもらえるような関わり方をしてい
た。さらにペットボトルのキャップを使った簡
単にゲームにも挑戦した。自分たちの身近にあ
るもので，遊びを考えるのは日本でも英国でも
共通の文化ではあるが，この日に行ったゲーム
では，英国でもやってみたいと感想を述べる生
徒もいた。
C 組ではいわゆる「フルーツバスケット」を
行った。興味深かったことに，本校生徒は英語
でテーマを出し，英国生徒は日本語でテーマを
出すことがあった。それはあらかじめ決められ
たルールではなかったが，自然発生的にお互い
の母語を用いるという，相手の国を敬う姿勢に
つながり，とても心温まるものであった。ゲー
ムのテーマでは「納豆が好きな生徒」や「英国
の食事がおいしいと感じる生徒」といったそれ
ぞれの文化的特徴を捉えたものもあり，その点
でも非常に興味深いものであった。
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３年生の活動を通して見えてきたものは，言
葉は単にコミュニケーションのツールではな
く，そこに人柄や感情を込めることで，言葉が
本来持っている意味以上の気持ちや思いが相手
に届くということであり，それが語学を学ぶお
もしろさであることに気づきつつある生徒が増
えてきている事であった。アウトプット活動の
醍醐味はまさに「伝える」と「伝わった」が双
方向に結ばれるときであり，その瞬間がこの交
際交流で多く積み重なったようである。
4.1.3.　２年生との交流
第 2 学年では，「日本の文化を紹介しよう」
というテーマで班ごとに何を紹介して一緒に交
流するかを考えた。折り紙，あやとり，けん玉
など伝統的な日本の遊びやかるたや将棋，福笑
いなど日本人にとってはなじみのものを，外国
の生徒にどのように伝えたらいいのかを試行錯
誤していた。
当日はインタビュービンゴのあと，それぞれ
が用意した日本の遊びをイギリスの生徒たちと
楽しんだ。ジェスチャーや知っている単語をや
りくりしながら一生懸命に伝えようとする日本
の生徒や，日本文化をたくさん知って帰ろうと
するイギリス人の生徒たちの温かい交流の時間
となった。
4.1.4.　他教科との連携
国際交流では，他教科の授業でも交流を行っ
た。保健体育で男子が組体操を披露し，女子が
ソーラン節を披露して一緒に踊るというもので
ある。保健体育の教員が両国の生徒へ向けた日
本語と英語の指示を「やりくり」する。生徒だ
けでなく，教師側のやりくりが生まれた交流と
なった。
国際交流での「やりくり」の実践インタビュービンゴ
知っている表現を使って「やりくり」
日本文化紹介　けん玉に挑戦
折り紙はイギリスの生徒に大人気
教師は日本語，英語を使って指示
国際交流「保健体育」ソーラン節
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今年度の国際交流では，英語科だけでなく保
健体育，学級活動，書写など多くの教科担当の
教員が関わった。国際交流というと英語科が担
う部分が多いが，今回の交流のように他教科の
教師が協力的であることで，学校全体で関わる
ことのできる交流となり，長く続くものになる
と考える。今後も他教科を巻き込んだ国際交流
を行っていきたい。
4.1.5.　小中連携，大学との連携
鳥取大学住川英明教授の指導のもと，習字の
ワークショップを行った。文字の書体をそのと
きの気持ちや雰囲気で表現するというのは習字
のおもしろさであるが，それを本校生徒が身振
り手振りを交えながら伝えようとする姿が見ら
れた。日本の生徒にとっても，使ったことのな
い大きな筆を用いて大学の教授から専門的な指
導を受ける機会となり，また外国の生徒にとっ
ても書道という日本文化に触れるまたとない機
会となった。
また，国際交流プログラムには，小中連携の
一環として小学校５年生を対象に交流授業を計
画していた。台風の影響により，交流授業は実
施できなかったが，中学生が英語をやりくりし
て外国の生徒と関わる姿を小学生に示し，今後
の目標とさせるとともに，小学生自身が英語を
使って外国人と交流することの楽しさや重要性
を感じてもらえたらと考えていた。
国際交流は２年に一度行っている。今後も中
学校だけの国際交流にせず，附属学校部を巻き
込んだ交流をしていくことで，そこに関わる多
くの人にとって，実りのある交流となるよう継
続したい。
4.2. 生徒の振り返り～国際交流を通して～
言葉はとても大切で，やりとりは難しいけど
楽しいと思った。５日間も他国の人と過ごすの
は初めてだったので不安だったけど，それ以上
に楽しかった。今度は自分が外国に行って，他
国のことを知りたいし他国の人と関わりたいと
思った。機会があれば，もう一度ホストファミ
リーになりたいです。
間違ったとしても，自分の意思を何とか伝え
ようという気持ちが大切だと思ったので，外国
人の人とまた出会うことがあれば話してみよう
と思います。
イギリスの方が，こんなカタコトの英語でも
わかって，やさしく接してくれたので自信にな
りました。私は将来，アメリカに行く予定です。
消極的にならず，この自信を活かして生活して
いきたいです！！（原文のまま）
上手にできればしっかりほめる “Very Good”
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5.　今後の課題
生徒一人ひとりにとって英語を学ぶ意味はさ
まざまである。英語科では授業で扱う題材や異
文化との交流の中でのさまざまな出合いを大切
にしながら，生徒に英語を学ぶ意味を問いかけ
てきた。
授 業 で は，Large Grammar 活 動 を 用 い た
ペアでのインプット活動やアウトプット活動
を行った。即興でのやりとりや，少し時間を
かけて書く活動から発表という活動の両面を
鍛えることができるという点で，この Large 
Grammar の手法は優れている。手持ちの語彙
をやりくりして「即興で話すこと」やじっくり
考えをまとめて「発表すること」が「やり取り」
の両輪となる。インプットとアウトプットのバ
ランスを考えながら，統合的に使える英語力の
育成を図る必要がある。国際交流の場面がある
ことを強みに，英語を使ってやり取りをする目
的を持たせながら日々の学習に取り組ませるこ
とが今後の課題となる。
今年度も鳥取大学の足立和美先生に多大なご
助言と示唆をいただきながら生徒の英語学習の
示唆をいただいた。深くお礼と感謝を申し上げ
たい。
【参考文献】
足立和美（2016）『地域教育学研究 8 巻 1 号』　
鳥取大学地域教育学科
足立和美（2014）『地域教育学研究 6 巻 1 号』　
鳥取大学地域教育学科
投野由紀夫（2017）『英語教育』大修館書店
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（公開授業 2）
第 2 学年 D 組 英語科学習指導案
授業者 竹川 由紀子
2 年 D 組教室
1 題材名 Enjoy Sushi (New Crown English Series 2, Lesson 4)
2 教科・題材における「やりくりのたとえば」
　英語を学習する上での喜びは，英語を理解するだけではなく，自分の伝える英語が相手に伝わり，
他者とコミュニケーションできることである。だが，その基本となる語彙や表現を理解すること（イ
ンプット）はできても，伝えたいこと（アウトプット）がうまくできないと感じる生徒は多く，特
に会話など即興性が求められるやりとりは難しいと感じる生徒も多い。
本時の導入部分で，生徒は「会話を広げる」ために，相手の言ったことを受容し，どんな言葉をか
けたらいいのかを考えながら英語を発信しなければならない。1 問 1 答だけを繰り返す会話には，
広がりが生まれない。会話では，つなぎ言葉（well, let’s see.）や相手の発言を受け止めるためのあ
いづち表現（I see. Me too. など）を何度も使いながら毎時間，試行錯誤を繰り返す。
展開部分の「英文レターを書く」活動では，鳥取大学地域学部の足立和美先生が提唱されている
Large Grammar を利用した活動を仕組んでいる。この活動では，既習の語彙や表現（本時ではチャ
ンク = 英文を意味のかたまりで区切ったもの）に自分の知っている語彙や表現を組み合わせることで
新しい英文づくりに挑む。チャンクを組み合わせることから段階的にレベルを上げて，英語で自分を
伝えることを楽しみながら英文をふくらませていけること，また，時間を区切って活動させることで
即興性が身につくことなどがこの手法の利点である。さらには，具体的に，誰にあてたどんな英文を
書くのかを指示して，どんな表現が適当かを選びながら書くことにも大いに意味がある。
本時の活動の目標は，『3 つのチャンクを用いて，英語で手紙を書くこと』である。本校は今秋，国
際交流の一環として英国より 25 名の生徒との交流の機会を持つ。生徒は，英国の中学生に向けて，
どのように手紙を書くのか ? インプット活動で用いたチャンク表より，教師が指定する「3 つのチャ
ンク」を必ず手紙の中に入れるとルールを与えて，生徒たちは手紙を書いていく。学習したことを「使
える」または「使えない」という実感を通して，生徒たちは基本となる語彙や表現を理解すること（イ
ンプット）と，その使い方が分かること（アウトプット）の両方が必要であることに気づく。本時で
の活動が，今秋に予定されている英国ニューステッドウッドスクール（Newstead Wood School）の
生徒との会話の場面で，会話を広げる活動へ繋がり，今後のさらなるやりくりが望まれることを期待
したい。
（1）教師と教材
本単元では，すしの作り方を英語で紹介する長文を読む。他者に英語で説明する際，どのような表
現をどのような順序で説明するか，しっかり考えなくてはならない。単なる英文読解で終わること
なく，手順を説明する表現や相手にわかりやすく伝えるための工夫にも気づかせながら，読み込ませ
たい。また，単元末には会話を広げるトレーニングについての紹介もある。帯学習として毎時の導入
に会話を広げる活動をしくみ，試行錯誤を繰り返して，その場に応じた表現や適切な語彙を用いた会
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話が広げられようにトレーニングを行いたい。発信することと同様に，受信することの重要性に気づ
かせながら，相手が話した内容を聞き直すことで確認したり，つなぎ言葉やあいづちを用いたりする
ことで，コミュニケーションを広げようとする態度を育成することを目的としたい。また自己表現活
動は，生徒によっては困難を感じたり，苦手意識を持ったりしていることもある。Large Grammar 
活動を活用しながら，生徒が間違いを恐れず表現しようとする環境を整えていきたい。
（2）子どもと教師
本学年の生徒は，英語を使ってやりとりをすることが大好きである。昨年度は，外国人留学生との
交流場面で英語を使ったやりとりを積極的に楽しんだ生徒も多くあった。継続的に交流をしている生
徒は少ない。今年度，本校は英国 Newstead Wood School との交流を秋に予定している。25 名の英
国人中学生が来校し，本校で 3 日間ほどの交流を行う絶好の機会が予定されているのである。直接の
交流ほど，素晴らしい体験はない。指導にあたっては，10 月末の交流を意識させながら，「会話を広
げる」ためのトレーニング，英文を通して自分のことを伝えるためのトレーニングを行ってきた。英
語を使う場面を，意識させることで，誰に対してどんな表現を使えばいいのかを生徒は自然を考えて
活動に取り組むようになる。そして，実際のやりとりを通して，自分のことを精一杯伝えながら，「英
語っておもしろい」「英語ができれば自分の考えを世界の人に発信できる」と感じる生徒も増える。
そんな生徒の姿を期待しながら，授業づくりに取り組んでいる。
（3）子どもと教材
本単元は，日本の食文化について関心を高める内容で構成されている。オーストラリア人留学生で
あるエマの叔母が日本にやってくることになり，日本人であるクミと一緒に日本の飾り巻き寿司を作
ろうとする場面である。日本の食文化について英語で表現する方法を学ぶことは，生徒にとっても大
変興味深いものである。
また文法面では，There is/are 〜. を用いた表現や動名詞について学習する。特に動名詞については，
自分の好きなことをより具体的に表現することが可能となる。様々な例文や実際に動名詞を用いた表
現を多く活動に取り入れることで，定着を図っていきたい。
指導にあたっては，Large Grammar の手法を用いて，既習の英文をチャンクでインプットしながら，
それをふくらませて自己表現へとつなげていきたい。
3 単元目標
○ There is/are〜. の表現を用いて，あるものが存在することやその場所を示すことができる。
○ 動名詞の働きについて理解し，正しく用いて自己表現ができる。
○ 寿司の作り方の長文を通して，説明文で使用されている英語表現を理解することができる。
○ 相手に言ったことを確認したりして，会話を広げることができる。
○ チャンクや既習の語彙を利用して，新しい英文を作ることができる。
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○ 日本の食文化について関心を高めることができる。
4 学習計画（全 9 時間）
第 1 時 There is［are］〜. の肯定文・疑問文・否定文の理解と表現活動  … 1 時間
第 2 時 There is［are］〜. を含む文の理解  … 1 時間
第 3 時 動名詞を含む文の理解と表現活動 … 1 時間
第 4 時 動名詞を含む文の理解 … 1 時間
第 5 時 すしについての説明文 USE-Read の内容理解  … 2 時間
第 6 時 学習した英語を利用し , 表現活動に生かすトレーニング … 2 時間（本時 2/2）
第 7 時 イギリスの中学校への手紙を書く表現活動 … 1 時間
5 本時の学習
（1）本時の目標
・相手の言ったことを確認する表現やつなぎことば，あいづちなどをやりくりしながら会話を広げ
ることができる。 （表現の能力）
・与えられた語彙やチャンクに自分の知っている語や表現を付け加え , 英文をふくらませて話した
り書いたりすることができる。 （表現の能力）
（2）期待される生徒の様相
（会話を広げる活動）
A) 　相手とのアイコンタクトを取り，ジェスチャーや表情豊かに会話を行うことができる。相手
の言ったことを確認する表現やつなぎことば，あいづちなどをやりくりしながら会話を広げるこ
とができる。
B)　相手とのアイコンタクトを取り，ジェスチャーを使って会話を行うことができる。相手の言っ
たことを確認する表現やつなぎことばを使って会話を広げることができる。
C)　相手とのアイコンタクトを取り，会話を行うことができる。相手の言ったことを理解し適切に
答えることができる。
（手紙を書く活動）
A)　与えられたチャンクを利用して，自分の意見を加えてより良い英文を書くことができる。指定
された 3 つのチャンクを用いて，英文を作り，それらを含んだ意味の通る英文を作ることができる。
また , 細かい文法にも注意しながら , 伝えたいことを書くことができる。
B)　与えられたチャンクを利用して，意味の通る英文を書くことができる。指定された 3 つのチャ
ンクを用いて，英文を作り，それらを含んだ意味の通る英文を作ることができる。
C)　与えられたチャンクを組み合わせて，英文を書くことができる。指定された 3 つのチャンクの
うち，1 つまたは 2 つを使って英文を作りそれらを含んだ英文を作ることができる。
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（3）本時における「やりくり」
・ペアで会話を広げる活動では，相手の応答を聞いてあいづちや新たな質問をしたりするなど，ど
のようにすれば会話を広げるのか，生徒が行うさまざまな「やりくり」に期待したい。
・手紙を書くという活動では，英国の中学生に向けて，自分や自分の街のことについて英語で英文
を書いていく。インプット活動で用いたチャンク表より，教師が指定する「3 つのチャンク」を
必ず用いて表現するというルールの中で，生徒たちは，どのように伝えたら相手に気持ちを届け
られるのか「やりくり」しながら手紙を書いていく。
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（公開授業１） 
第３学年 B 組 英語科学習指導案
授業者　石田　順
３年 B 組教室
１．単元名 The Story of Sadako （New Crown English Series 3, Lesson 4）
２．教科・単元で提案する「やりくりのたとえば」
本学年の生徒は，中学校で本格的に英語を学習し，この３年間で実際に外国人と交流をしたり手紙
でやりとりをしたりするなど，英語を用いたコミュニケーションの場面を多く持ってきた。現在彼ら
は英語を単に教科として学ぶだけでなく，コミュニケーションのツールであることを実感し，意欲的
にインプットを行おうと授業にも積極的に取り組んでいる。
しかし，実際のアウトプット活動の場面になると，自分の英語力に自信がもてなかったり，何から
書いて良いか分からないと不安になったりする生徒も多い。アウトプットそのものに躊躇するのでは
なく，その質に対して生徒自身がやりくりしながら取り組ませるために，教師の支援の仕方も考える
必要がある。
英語科では，鳥取大学地域学部の足立和美教授が提唱されている Large Grammar を利用した活動
を毎時間のルーティーンとして取り組んでいる。何もない状態から英文を作り上げていくのではなく，
教科書や参考となる英文を組み合わせたり，フレーズを用いて自分らしい英文を作るトレーニングを
こなしていく。第３学年では授業の導入で行っている単語テストに関連づけた取り組みにしている。
単語テストで取り上げた単語から３つ選び，その単語やフレーズを使って英文を作成する。英語表現
に不安を感じる生徒に対して，すこし背中を押してあげる。そうすることで，英語で表現することに
抵抗が少なくなり，書く意欲にもつながってきている。書かれた作文をみても生徒 1 人 1 人の個性の
出た英文が見えることもあり，非常に興味深い。
さらにそのあと取り組む１分チャットでは，テーマだけ与えて 1 分間相手に自分の考えを伝えるペ
ア活動である。ここでは話し手だけの活動ととらえず，聞き手がいかに話し手の話題を広げるかとい
うことにも意識を持たせている。相づちや聞き返しなど，様々なリアクションを用いることで１分間
の語りをより豊かなものとなるよう意識づけている。
（１）教師と教材
本単元で学習する主な文法事項は「call/make A + B」「It ...to 構文」である。英語を学習する者にとっ
て英語の語順をきちんと理解することは難しいことである。そういった状況の中で５文型を用いた英
文を学ぶ本単元は，中学生にとっても重要な単元である。知識として理解するだけでなく，アウトプッ
トの場面を多く設定し，Large Grammar を用いた手法で生徒に安心感を与えながら，負荷をかけて
いきたい。また本単元の最後には英文を要約する活動がある。一度学習した英文を自分の言葉でまと
めたり，言い換えたりすることは，表現の能力を高めると同時に相手にわかりやすく伝えようとする
コミュニケーション能力の育成にもつながると考える。
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（２）子どもと教師
昨年度は毎時間授業の開始時に歌を歌っていた。また様々な映像やニュースを紹介することで，英
語がまさに生きた言葉であり，人と人とをつなぐコミュニケーションのツールであることを伝えるよ
う心がけてきた。またクリスマスシーズンには，姉妹校である英国 Newstead Wood School や世界の
著名人に手紙やクリスマスカードを送るといった取り組みをしている。返事が返ってくると自分の英
語が伝わる喜びを感じ，より一層英語力を身につけたいと努力する生徒も多くいる。改めて教師とし
ての役割は場面ときっかけを与えることであり，そこで英語を習得する喜びを見いだせば，生徒は自
ずと吸収しようとする姿勢をもつことが分かった。
（３）子どもと教材
地域紛争やテロなど世界中のあらゆる場所で，争いの絶えない日々が続いているこの世界で生きて
いる私たちにとって，原爆の恐ろしさや被爆してしまった少女の生き方について述べられている本単
元を学習する意味は大きい。平和とは誰かに与えてもらうものではなく，自ら行動していかなければ
維持できないものであることを自覚し，自分の言葉で平和について語ることを求めていきたい。また
再び健康を取り戻せると信じ，懸命に折り鶴を作り続ける佐々木貞子さんの生き方を学び，千羽鶴の
意味や平和の尊さなどを考えさせ，本単元で扱われる平和に関するフレーズなども習得させながら，
自分の言葉で平和について英語で表現させていきたい。
指導にあたっては，ペアワークを基本とした形態で学習内容を深めていき，平和に関して意見交換
をしたり，英語によるアウトプット活動の相互評価するような場面を多く作っていきたい。また本単
元では英文の要約をねらいとするライティング活動にも取り組む。既習の英文を利用した要約活動か
ら，最終的には様々なトピックスを自分の言葉で言い換えて相手に伝えるようなコミュニケーション
活動に発展させていきたいと考えている。
３．単元目標
○ 教科書の本文を読み，平和について自分なりの考えをまとめ相手に伝えようとする。
○ make A B を含む文を使って，相手が何をすると幸せになるのか正しく尋ねたり，相手の質問に
正しく答えたりすることができる。
○ it … for … to … を使って，語と語のつながりやかたちに注意して勉強していて簡単なこと，難
しいこと，楽しいことなどを相手に正しく伝えることができる。
○ 佐々木禎子さんの物語について，概要や平和について大切な部分を正確に読み取る。
○ 英文を読んで，自分の言葉で要約したり，言い換えたりすることができる。
４．学習計画（全８時間）
第１時　make A B , call A B の用法の理解と表現活動  …１時間
第２時　Part1 の内容理解，広島の原爆についての理解 …１時間
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第３時　Part2 の内容理解 … 1 時間
第４時　Read ① 内容理解 佐々木禎子さんの一生と原爆の子の像の由来を理解する…１時間
第５時　Summary Writing / Story Retelling 活動 …１時間
第６時　Read ② 内容理解 平和を希求する人々の活動について学ぶ …1 時間
第７時　Summary Writing / Story Retelling 活動 …１時間（本時）
第８時　Lesson ４のまとめ…１時間
５．本時の学習
（１）本時の目標
・与えられた単語やフレーズを用いて，ストーリーをつくることができる。（表現の能力）
・英文を理解し，自分の言葉で要約や言い換えることができる。（表現の能力）
（２）期待される生徒の様相
A) 与えられた単語やフレーズに，自分の意見や考えを加えてよりよい英文を書くことができる。ま
た，まとまった英文を理解し，自分の言葉を付け加えて要約し，相手に正しく伝えることができる。
B) 与えられた単語やフレーズを利用して，意味の通る英文を書くことができる。また，まとまった
英文を理解し，必要な情報をその英文から抜粋することで要約し，相手に伝えることができる。
C) 与えられたタントやフレーズを組み合わせて，英文を書くことができる。またまとまった英文を
理解し，その英文から必要な情報を抜粋して伝えることができる。
（３）本時における「やりくり」
・与えられた単語やフレーズで，ストーリーを作る場面では，自分の考えやアイデアを盛り込みな
がら英文を作らせていきたい。また他の生徒のストーリーを聞くことで自分の英文を見直し，さ
らによりよいものにしようと努力する姿に期待したい。
・英文を理解し，自分の言葉で物語を要約したり言い換えたりする場面では，いかに相手にわかり
やすく要点を絞った言い換えができるかに期待したい。その際，単に英文の羅列で終始するので
はなく，つなぎ言葉などを駆使し，口頭で伝えることを主眼とした取り組みとしたい。
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